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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　医療器具において、
　（ａ）医療用エンド・エフェクターと、
　（ｂ）患者の体内に配置可能な剛性部分を有する、医療用エンド・エフェクター関連部
材と、
　（ｃ）弾性的に柔軟な、第１の細長い部材、第２の細長い部材、および第３の細長い部
材であって、
　前記第１、第２、および第３の細長い部材はそれぞれ、近位端部分、および遠位端部分
、を有し、
　前記第１、第２、および第３の細長い部材の前記遠位端部分は、前記関連部材の前記剛
性部分に取り付けられており、
　前記第１、第２、および第３の細長い部材の前記近位端部分の相対的な長さ方向の移動
は、前記関連部材の前記剛性部分を関節状に動かす、
　弾性的に柔軟な、第１、第２、および第３の細長い部材と、
　を備え、
　前記関連部材の前記剛性部分は、近位側面、遠位側面、および前記近位側面から前記遠
位側面まで延在している通路、を有しており、
　前記第１の細長い部材の前記遠位端部分は第１の中心線を有しており、前記第２の細長
い部材の前記遠位端部分は第２の中心線を有しており、前記第３の細長い部材の前記遠位



(2) JP 5191685 B2 2013.5.8

10

20

30

40

50

端部分は第３の中心線を有しており、前記第１の中心線、前記第２の中心線、及び、前記
第３の中心線は、前記関連部材の前記剛性部分の前記近位側面と交差しており、前記第１
の中心線と前記近位側面との第１の交差点、前記第２の中心線と前記近位側面との第２の
交差点、及び、前記第３の中心線と前記近位側面との第３の交差点は、実質的に等辺の三
角形の頂点となっており、
　前記細長い部材に対する前記ケーブルの長さ方向の移動により前記エンド・エフェクタ
ーを作動するために、医療用エンド・エフェクター作動ケーブルが、前記第１、第２また
は第３の細長い部材の一つに配置されている、
　医療器具。
【請求項２】
　請求項１に記載の医療器具において、
　前記関連部材、ならびに、前記第１、第２、および第３の細長い部材の前記遠位端部分
は、内視鏡の挿入管のワーキング・チャンネルの中に、配置可能である、医療器具。
【請求項３】
　請求項１に記載の医療器具において、
　前記第１、第２、および第３の細長い部材は、本質的にニチノールから成る、医療器具
。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれか１項に記載の医療器具において、
　前記医療用エンド・エフェクターが、作動ケーブルの移動によって作動されると、前記
関連部材の剛性部分に関して動き得る、
　医療器具。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれか１項に記載の医療器具において、
　前記医療用エンド・エフェクターが、医療用把持装置である、
　医療器具。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれか１項に記載の医療器具において、
　前記医療用エンド・エフェクターが、前記通路を通って移動可能であり、前記通路から
遠位側に延出可能であって、近位側に前記通路内まで後退可能である、
　医療器具。
【請求項７】
　請求項６に記載の医療器具において、
　前記医療用エンド・エフェクターが、医療用ナイフである、
　医療器具。
【請求項８】
　請求項１～７のいずれか１項に記載の医療器具において、
　前記細長い部材が、前記第１、第２および第３のコイルパイプである、
　医療器具。
【請求項９】
　請求項１～８のいずれか１項に記載の医療器具において、
　前記ワーキング・チャンネルが、実質的に３．２ｍｍの直径を有する、
　医療器具。
【請求項１０】
　医療器具において、
　（ａ）医療用エンド・エフェクターと、
　（ｂ）患者の体内に配置可能な剛性部分を有する、医療用エンド・エフェクター関連部
材と、
　（ｃ）弾性的に柔軟な、第１のコイルパイプ、第２のコイルパイプ、および第３のコイ
ルパイプであって、
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　前記第１、第２、および第３のコイルパイプはそれぞれ、近位端部分、および遠位端部
分、を有し、
　前記第１、第２、および第３のコイルパイプの前記遠位端部分は、前記関連部材の前記
剛性部分に取り付けられており、
　前記第１、第２、および第３のコイルパイプの前記近位端部分の相対的な長さ方向の移
動は、前記関連部材の前記剛性部分を関節状に動かす、
　弾性的に柔軟な、第１、第２、および第３のコイルパイプと、
　を備え、
　前記関連部材の前記剛性部分は、近位側面、遠位側面、および前記近位側面から前記遠
位側面まで延在している通路、を有しており、
　前記第１のコイルパイプの前記遠位端部分は第１の中心線を有しており、前記第２のコ
イルパイプの前記遠位端部分は第２の中心線を有しており、前記第３のコイルパイプの前
記遠位端部分は第３の中心線を有しており、前記第１の中心線、前記第２の中心線、及び
、前記第３の中心線は、前記関連部材の前記剛性部分の前記近位側面と交差しており、前
記第１の中心線と前記近位側面との第１の交差点、前記第２の中心線と前記近位側面との
第２の交差点、及び、前記第３の中心線と前記近位側面との第３の交差点は、実質的に等
辺の三角形の頂点となっており、
　前記コイルパイプに対する前記ケーブルの長さ方向の移動により前記エンド・エフェク
ターを作動するために、医療用エンド・エフェクター作動ケーブルが、前記第１、第２ま
たは第３のコイルパイプの一つに配置されている、
　医療器具。
【請求項１１】
　医療器具において、
　（ａ）医療用エンド・エフェクターと、
　（ｂ）患者の体内に配置可能な剛性部分を有する、医療用エンド・エフェクター関連部
材と、
　（ｃ）弾性的に柔軟な、第１のコイルパイプ、第２のコイルパイプ、および第３のコイ
ルパイプであって、
　前記第１、第２、および第３のコイルパイプはそれぞれ、近位端部分、および遠位端部
分、を有し、
　前記第１、第２、および第３のコイルパイプの前記遠位端部分は、前記関連部材の前記
剛性部分に取り付けられており、
　前記第１、第２、および第３のコイルパイプの前記近位端部分の相対的な長さ方向の移
動は、前記関連部材の前記剛性部分を関節状に動かす、
　弾性的に柔軟な、第１、第２、および第３のコイルパイプと、
　（ｄ）前記第１、第２、および第３のコイルパイプの内の一つの中に配置可能な、医療
用エンド・エフェクター作動ケーブルと、
　を備え、
　前記関連部材の前記剛性部分は、近位側面、遠位側面、および前記近位側面から前記遠
位側面まで延在している通路、を有しており、
　前記第１のコイルパイプの前記遠位端部分は第１の中心線を有しており、前記第２のコ
イルパイプの前記遠位端部分は第２の中心線を有しており、前記第３のコイルパイプの前
記遠位端部分は第３の中心線を有しており、前記第１の中心線、前記第２の中心線、及び
、前記第３の中心線は、前記関連部材の前記剛性部分の前記近位側面と交差しており、前
記第１の中心線と前記近位側面との第１の交差点、前記第２の中心線と前記近位側面との
第２の交差点、及び、前記第３の中心線と前記近位側面との第３の交差点は、実質的に等
辺の三角形の頂点となっている、
　医療器具。
【発明の詳細な説明】
【開示の内容】
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【０００１】
〔発明の分野〕
　本発明は一般に医療器具に関連しており、特に、医療用エンド・エフェクター関連部材
を有する医療器具に関連している。
【０００２】
〔発明の背景〕
　患者の体内に挿入可能である、挿入管、を有している、内視鏡（結腸鏡を含む）が知ら
れている。この挿入管は、関節状に動くことのできる遠位端部分を有し、この遠位端部分
は、内視鏡のハンドルの上のノブを制御するために、この遠位端部分から延びているワイ
ヤにより制御される。また、この挿入管の遠位端部の中の広角のビデオ・カメラは、医療
の観察を可能にしている。医療用のニードル・ナイフ組立体は、既知の内視鏡システムの
一部であり、作動ワイヤに取り付けられている医療用ニードル・ナイフの形態の、医療用
エンド・エフェクターを含み、このニードル・ナイフおよびワイヤは双方、柔軟なシャフ
トに囲まれた状態である。上記シャフトは、内視鏡の挿入管のワーキング・チャンネルの
中に挿入可能であり、内視鏡の挿入管の遠位端部分に移動可能である。これにより、上記
ワイヤは、上記シャフトから、そして、内視鏡の挿入管の遠位端部分から、医療用のニー
ドル・ナイフを延出させるために、縦に、移動する。一例において、上記医療用のニード
ル・ナイフは、高周波発生装置からのエネルギーにより、ワイヤにエネルギーを与えるこ
とにより、医療処置を与えるために、用いられている。また、医療用の把持装置組立体が
知られており、この組立体は、柔軟なシャフトに取り付けられている近位部分を有してい
る医療用の把持装置の形態をとる医療用のエンド・エフェクターを含み、さらに、このエ
ンド・エフェクターの旋回可能な機構に操作可能に接続され、シャフトの内腔の中に配置
されている作動ワイヤを含み、この作動ワイヤの縦の移動は、上記医療用の把持装置を開
閉する。
【０００３】
　しかしながら、依然として、科学者およびエンジニアは医療用エンド・エフェクター関
連部材を有する改善された医療器具を求め続けている。
【０００４】
〔発明の概要〕
　本発明の実施形態の第１の表現は、医療用エンド・エフェクター関連部材と、弾性的に
柔軟な第１、第２および第３の細長い部材と、を含む、医療器具のためのものである。こ
の医療用エンド・エフェクター関連部材は、患者の体内において配置可能な剛性の部分を
有している。上記第１、第２および第３の細長い部材は、それぞれ、近位端部分、および
遠位端部分を有している。これらの第１、第２および第３の細長い部材の遠位端部分は、
医療用エンド・エフェクター関連部材の剛性の部分に取り付けられている。また、第１、
第２および第３の細長い部材の近位端部分の相対的な縦の移動は、医療用エンド・エフェ
クター関連部材の剛性部分を関節状に動かす。
【０００５】
　本発明の実施形態の第２の表現は、医療用エンド・エフェクター関連部材と、弾性的に
柔軟な第１、第２および第３のコイルパイプと、を含む、医療器具のためのものである。
この医療用エンド・エフェクター関連部材は、患者の体内において配置可能な剛性の部分
を有している。上記第１、第２および第３のコイルパイプは、それぞれ、近位端部分、お
よび遠位端部分を有している。これらの第１、第２および第３のコイルパイプの遠位端部
分は、医療用エンド・エフェクター関連部材の剛性の部分に取り付けられている。また、
第１、第２および第３のコイルパイプの近位端部分の相対的な縦の移動は、医療用エンド
・エフェクター関連部材の剛性部分を関節状に動かす。
【０００６】
　本発明の実施形態の第３の表現は、医療用エンド・エフェクター関連部材と、弾性的に
柔軟な第１、第２および第３のコイルパイプと、医療用エンド・エフェクター作動ケーブ
ルと、を含む、医療器具のためのものである。この医療用エンド・エフェクター関連部材
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は、患者の体内において配置可能な剛性の部分を有している。上記第１、第２および第３
のコイルパイプは、それぞれ、近位端部分、および遠位端部分を有している。これらの第
１、第２および第３のコイルパイプの遠位端部分は、医療用エンド・エフェクター関連部
材の剛性の部分に取り付けられている。また、第１、第２および第３のコイルパイプの近
位端部分の相対的な縦の移動は、医療用エンド・エフェクター関連部材の剛性部分を関節
状に動かす。上記作動ケーブルは、上記第１、第２および第３のコイルパイプの一つの中
に、配置可能である。
【０００７】
　幾つかの有益な効果と利点が、上記の本発明の実施形態の表現の一つ以上から得られる
。第１の適用において、上記医療用エンド・エフェクター関連部材は、内視鏡の柔軟な挿
入管のワーキング・チャンネルの中に挿入されており、医療用エンド・エフェクター関連
部材は、内視鏡の挿入管に対して、関節状に動いて、内視鏡の広角ビデオ・カメラと医療
用エンド・エフェクター関連部材との独立した整合を可能にしている。また、第２の適用
において、医療用エンド・エフェクター関連部材は、内視鏡の柔軟な挿入管の外部レール
に連結されて、これに沿ってスライドするように構成され、内視鏡の広角ビデオ・カメラ
と医療用エンド・エフェクター関連部材との独立した整合を可能にしている。一例におい
て、上記医療用エンド・エフェクター関連部材は、限定するものではないが、医療用把持
装置等のような、医療用エンド・エフェクターである。また、別の例において、上記医療
用エンド・エフェクター関連部材は通路を有しており、この医療器具は、限定するもので
はないが、この通路を通って移動可能であり、当該通路から遠位側に延出可能であって、
近位側にこの通路内まで後退可能である、医療用ニードル・ナイフ等のような、医療用エ
ンド・エフェクターも含む。
【０００８】
　本発明は、限定するものではないが、手作動型器具における、ならびにロボット補助型
器具における、適用性を有している。
【０００９】
〔発明の詳細な説明〕
　本発明を詳細に説明する前に、本発明が、その適用または使用において、添付図面およ
び説明の中において例証されている部品の構成および配列の詳細に限定されないことに、
当然に、気づくであろう。本発明の例示的な実施形態は、他の実施形態、変形例および変
更例において、実施されるか、または組み込まれていてもよく、さまざまな方法で、実施
または実行されてよい。さらに、他に示されていない限り、本明細書において採用されて
いる用語および表現は、読者の便宜のために、本発明の例示的な実施形態を説明する目的
のために選択されており、本発明を限定する目的のためではない。
【００１０】
　以下に説明されている、実施形態、実施例等のいずれか一つ以上が、他の以下に説明さ
れている、実施形態、実施例等のいずれか一つ以上、と組み合わせることができることが
、当然に理解されるであろう。
【００１１】
　次に、図面において、類似の参照符号は、全体を通して、類似の要素を表しており、図
１～図３は本発明の実施形態を示している。図１～図３の実施形態の、第１の表現は、医
療用エンド・エフェクター関連部材１２と、弾性的に柔軟な、第１の細長い部材１４、第
２の細長い部材１６、および第３の細長い部材１８と、を含む、医療器具１０、に対応し
ている。この医療用エンド・エフェクター関連部材１２は、患者の体内に配置可能な剛性
の部分１９を有している。また、第１、第２および第３の細長い部材１４，１６および１
８は、それぞれ、近位端部分２０と遠位端部分２２と、を有している。これらの第１、第
２および第３の細長い部材１４，１６および１８の、遠位端部分２２は、医療用エンド・
エフェクター関連部材１２の剛性の部分１９に取り付けられている。また、これらの第１
、第２および第３の細長い部材１４，１６および１８の、近位端部分２０の相対的な縦の
移動は、医療用エンド・エフェクター関連部材１２の剛性部分１９を関節状に動かす。
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【００１２】
　剛性の部分１９は、平均の強さの成人により手で屈曲できない医療用エンド・エフェク
ター関連部材１２の一部分であることに言及しておく。また、第１の実施例において、医
療用エンド・エフェクター関連部材全体は、剛性の部分であり、第２の実施例においては
、医療用エンド・エフェクター関連部材の内の一つ以上の部分が、剛性の部分であるが、
その医療エンド・エフェクター関連部材における一つ以上のほかの部分は剛性部分ではな
いことにも言及しておく。同様に、柔軟な細長い部材は、平均の強さの成人により手で屈
曲できる細長い部材である。
【００１３】
　医療用エンド・エフェクター関連部材１２は、医療用エンド・エフェクター（限定する
ものではないが、医療用把持装置型の医療用エンド・エフェクター等）である部材である
か、医療用エンド・エフェクター（限定するものではないが、医療用把持装置型の医療用
エンド・エフェクター等）に取り付けられている、部材（限定するものではないが、プラ
ットホーム・ベース等）であるか、または通路を有している部材（限定するものではない
が、プラットホーム誘導装置等）であって、医療用エンド・エフェクター（限定するもの
ではないが、医療用ニードル・ナイフ型の医療用エンド・エフェクター等）が、この通路
を通って移動可能であり当該通路から遠位側に延出可能である、部材、である。なお、上
記の第１、第２および第３の細長い部材１４，１６および１８の、近位端部分２０の実質
的に等しい縦の移動は、関節状の動きを伴わずに、医療用エンド・エフェクター関連部材
１２を移動させることに言及しておく。また、上記第１、第２および第３の細長い部材１
４，１６および１８の内の一つの近位端部分２０の、他の二つの細長い部材に対する、相
対的な縦の移動、あるいは、上記第１、第２および第３の細長い部材１４，１６および１
８の内の二つの近位端部分２０の、他の一つの細長い部材に対する、相対的な縦の移動は
、上記医療用エンド・エフェクター関連部材１２を関節状に動かすことにも言及しておく
。
【００１４】
　図１～図３の実施形態の第１の表現の、一つの可能にする手段において、医療用エンド
・エフェクター関連部材１２の剛性部分１９は、近位側面２４を有しており、上記第１、
第２および第３の細長い部材１４，１６および１８の遠位端部分２２は、実質的に等辺の
三角形の各頂点を定めている点２６，２８および３０において、上記近位側面２４に交差
している中心線、をそれぞれ有している。なお、中心線が、図２における各点２６，２８
および３０において、続いて見えていて、これらの点２６，２８および３０をつなげて引
かれている直線（破線として示されている）３２は、実質的に等辺の三角形の各辺を定め
ていることに言及しておく。
【００１５】
　図１～図３の実施形態の第１の表現の一実施例において、医療用エンド・エフェクター
関連部材１２と、第１、第２および第３の細長い部材１４，１６および１８の遠位端部分
２２とは、内視鏡挿入管３６のワーキング・チャンネル３４の中に配置されることが可能
である。一つの使用において、ワーキング・チャンネル３４は実質的に３．２ミリメート
ルの直径を有している。
【００１６】
　また、材料の一つの選択において、上記の第１、第２および第３の細長い部材１４，１
６および１８は、本質的にニチノールから成る。なお、ニチノールは超弾性であり、形状
記憶特性を有していて、ニチノールは、第１、第２および第３の細長い部材１４，１６お
よび１８に設定されている所望の形状、を有することができ、これらの細長い部材を曲げ
た後に、これらの細長い部材は、当業者において知られているように、それらの設定され
ている形状に、弾性的に戻ることに言及しておく。また、図示されていない、一つの変形
において、上記の第１、第２および第３の細長い部材は、それぞれ、緩和された状態にお
いて実質的に直線状になるワイヤである。なお、用語の「ワイヤ」は、モノリシック・ワ
イヤ、編組ワイヤ、端部と端部を縦に取り付けたワイヤ部分を有するワイヤ、を含む。な
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お、モノリシック・ワイヤは、１本の連続的なワイヤ片から成ることに言及しておく。
【００１７】
　図１～図３の実施形態の第１の表現の一つの適用において、医療用エンド・エフェクタ
ー関連部材１２は、医療用エンド・エフェクター３８である。一つの変形において、上記
の第１、第２および第３の細長い部材１４，１６および１８の、遠位端部分２２は、医療
用エンド・エフェクター３８の剛性部分１９に取り付けられている。また、一例において
、限定するものではないが、医療用エンド・エフェクター３８は、医療用把持装置である
。
【００１８】
　第１の異なる適用において、図４～図５の第１の代替の実施形態において見られるよう
に、医療器具１１０は、医療用エンド・エフェクター関連部材１１２の剛性部分１１９に
取り付けられている医療用エンド・エフェクター１３８、を含む。また、一つの変形にお
いて、上記の第１、第２および第３の細長い部材１１４，１１６および１１８の、遠位端
部分１２２は、医療用エンド・エフェクター関連部材１１２の剛性部分１１９に取り付け
られている。一例において、限定するものではないが、医療用エンド・エフェクター関連
部材１１２は、プラットホーム・ベースであり、このプラットホーム・ベースの関節状の
動きは、取り付けられている医療用エンド・エフェクター１３８を関節状に動かす。また
、一例において、医療用エンド・エフェクター１３８は、医療用把持装置である。
【００１９】
　第２の異なる適用において、図６～図７の第２の代替の実施形態において見られるよう
に、医療用エンド・エフェクター関連部材２１２の剛性部分２１９は、近位側面２２４と
、遠位側面２４２と、これらの近位側面２２４から遠位側面２４２まで延びている通路２
４４と、を有しており、医療器具２１０は、通路２４４を通って移動可能であり、当該通
路２４４から遠位側に延出可能であって、近位側に通路２４４内まで後退可能である、医
療用エンド・エフェクター２３８、も含んでいる。一つの変形において、上記の第１、第
２および第３の細長い部材２１４，２１６および２１８の、遠位端部分２２２は、医療用
エンド・エフェクター関連部材２１２の剛性部分２１９に取り付けられている。また、一
例において、限定するものではないが、医療用エンド・エフェクター関連部材２１２は、
プラットホーム誘導装置であり、この場合に、プラットホーム誘導装置の関節状の動きは
、医療用エンド・エフェクター２３８が通路２４４から遠位側に延出する際に、当該医療
用エンド・エフェクター２３８を新しい方向に向けるそのプラットホーム誘導装置の通路
２４４を関節状に動かす。一例において、医療用エンド・エフェクター２３８は、高周波
通電型の医療用ニードル・ナイフ（radio-frequency-energized medical needle-knife）
等のような、医療用ニードル・ナイフである。
【００２０】
　図１～図３の実施形態の第１の表現の一つの拡張において、医療器具１０は、図示され
ていないハンドピース、も含んでいる。一例において、このハンドピースは、第１、第２
および第３の細長い部材１４，１６および１８の、近位端部分２０のそれぞれに、操作可
能に連結されているジョイスティック型ハンドル、を含み、このジョイスティック型ハン
ドルを移動させることにより、医療用エンド・エフェクター関連部材１２の剛性部分１９
を関節状に動かすこれらの近位端部分の相対的な縦の移動が生じる。図示されていない、
別の例において、上記ハンドピースは、支持のための１個の固定フィンガー・リングを有
しており、近位端部分２０の縦の移動のために、これらの近位端部分２０のうちの対応す
る１個に連結されている、第１、第２および第３のスライド可能なフィンガー・リング、
を有している。なお、上記ハンドピース、および上記医療器具１０のロボット操作の他の
例については、当業者にゆだねられる。異なる使用において、使用者は、医療用エンド・
エフェクター関連部材１２を関節状に動かすために、第１、第２および第３の細長い部材
１４，１６および１８の、近位端部分２０、を手動で相対的に移動させる。
【００２１】
　図１～図３の実施形態の第２の表現は、医療用エンド・エフェクター関連部材１２と、
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弾性的に柔軟な、第１、第２および第３のコイルパイプ４６，４８および５０と、を含む
医療器具１０、に対応している。なお、コイルパイプは、細長い部材の一例であることに
言及しておく。医療用エンド・エフェクター関連部材１２は、患者の体内に配置可能な剛
性部分１９を有している。上記の第１、第２および第３のコイルパイプ４６，４８および
５０は、それぞれ、近位端部分２０と遠位端部分２２と、を有している。これらの第１、
第２および第３のコイルパイプ４６，４８および５０、の遠位端部分２２は、医療用エン
ド・エフェクター関連部材１２の剛性部分１９に取り付けられている。また、上記の第１
、第２および第３のコイルパイプ４６，４８および５０、の近位端部分２０の、相対的な
縦の移動は、医療用エンド・エフェクター関連部材１２の剛性部分１９を関節状に動かす
。
【００２２】
　図１～図３の実施形態の第２の表現の一つの配置において、コイルパイプの隣接してい
るコイルの曲線（coil turns）は互いに接触している。また、異なる配置において、コイ
ルパイプの隣接しているコイルの曲線は互いに接触していない。なお、他の配置は、熟練
者にゆだねられる。また、図１～図３の実施形態の第１の表現の、可能にする手段、実施
、適用等、およびこれらの異なる適用は、図１～図３の実施形態の第２の表現に、同等に
適用可能であることに言及しており、コイルパイプは細長い部材の一例であることに言及
しておく。
【００２３】
　図１～図３の実施形態の第３の表現は、医療用エンド・エフェクター関連部材１２と、
弾性的に柔軟な、第１、第２および第３のコイルパイプ４６，４８および５０と、医療エ
ンド・エフェクター作動ケーブル５２と、を含む医療器具１０、に対応している。医療用
エンド・エフェクター関連部材１２は、患者の体内に配置可能な剛性部分１９を有してい
る。上記の第１、第２および第３のコイルパイプ４６，４８および５０は、それぞれ、近
位端部分２０と遠位端部分２２と、を有している。これらの第１、第２および第３のコイ
ルパイプ４６，４８および５０、の遠位端部分２２は、医療用エンド・エフェクター関連
部材１２の剛性部分１９に取り付けられている。また、上記の第１、第２および第３のコ
イルパイプ４６，４８および５０、の近位端部分２０の、相対的な縦の移動は、医療用エ
ンド・エフェクター関連部材１２の剛性部分１９を関節状に動かす。作動ケーブル５２は
、第１、第２および第３のコイルパイプ４６，４８および５０、の内の一つの中に、配置
可能である。
【００２４】
　図１～図３の実施形態の第３の表現の一つの配置において、コイルパイプの隣接してい
るコイルの曲線は互いに接触している。また、異なる配置において、コイルパイプの隣接
しているコイルの曲線は互いに接触していない。なお、他の配置は、熟練者にゆだねられ
る。また、図１～図３の実施形態の第１の表現の、可能にする手段、実施、適用等、およ
びこれらの異なる適用は、図１～図３の実施形態の第３の表現に、同等に適用可能である
ことに言及しており、コイルパイプは、細長い部材の一例であることに言及しておく。
【００２５】
　医療用エンド・エフェクター関連部材１２が医療用エンド・エフェクター３８である一
つの配置において、作動ケーブル５２は、上記の第１、第２および第３のコイルパイプ４
６，４８および５０、の内の一つの中に配置されており、医療用エンド・エフェクター３
８に操作可能に連結されている。また、医療器具１１０が、医療用エンド・エフェクター
関連部材１１２に取り付けられている医療用エンド・エフェクター１３８、も含んでいる
一つの配置において、作動ケーブル１５２は、上記の第１、第２および第３のコイルパイ
プ１４６，１４８および１５０、の内の一つの中に配置されおり、医療用エンド・エフェ
クター１３８に操作可能に取り付けられている。医療用エンド・エフェクター関連部材２
１２が通路２４４を有している一つの配置において、医療用器具２１０はまた、作動ケー
ブル２５２に取り付けられている医療用エンド・エフェクター２３８、含んでおり、作動
ケーブル２５２の遠位側への縦の移動は、医療用エンド・エフェクター２３８を、通路２
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４４から、遠位側に延ばし、作動ケーブル２５２の近位側への縦の移動は、医療用エンド
・エフェクター２３８を、通路２４４の中に、近位側に後退させる。材料の一つの選択に
おいて、作動ケーブル５２，１５２および２５２は、本質的にニチノールから成る。
【００２６】
　幾つかの有益な効果および利点が、本発明の実施形態の表現の一つ以上から、得られる
。第１の適用において、医療用エンド・エフェクター関連部材は、内視鏡の柔軟な挿入管
のワーキング・チャンネルの中に挿入されており、医療用エンド・エフェクター関連部材
は、内視鏡の挿入管に対して関節状に動くことが可能であり、内視鏡の広角ビデオ・カメ
ラと医療用エンド・エフェクター関連部材との独立した整合を可能にしている。第２の適
用において、医療用エンド・エフェクター関連部材は、内視鏡の柔軟な挿入管の外部レー
ル、に連結されて、これに沿ってスライドするように構成され、内視鏡の広角ビデオ・カ
メラと医療用エンド・エフェクター関連部材との独立した整合を可能にしている。一例に
おいて、医療用エンド・エフェクター関連部材は、限定するものではないが、医療用把持
装置等のような、医療用エンド・エフェクターである。また、別の例において、医療用エ
ンド・エフェクター関連部材は通路を有しており、上記医療器具は、限定するものではな
いが、この通路を通って移動可能であり、当該通路から遠位側に延出可能であって、その
通路の中まで近位側に後退可能である、医療用ニードル・ナイフ等のような、医療用エン
ド・エフェクター、も含んでいる。
【００２７】
　本発明は、実施形態の幾つかの表現の説明により、例証されているが、添付の特許請求
の範囲の趣旨および範囲を、これらの詳細に、制限するか限定することは、本特許出願人
の意図ではない。多数の他の変更、変形、および置換が、本発明の範囲から逸脱せずに、
当業者において、思い浮かぶことになるであろう。例えば、本発明の医療器具は、ロボッ
ト・システム等に適合性を有する、上記のようなシステム、部品および方法、の明らかな
変更を考慮に入れている、ロボット補助型の手術における適用性を有している。上記の説
明は例として記載されており、他の変更が、添付の特許請求の範囲の趣旨および範囲から
逸脱せずに、当業者において、思い浮かぶであろうことが、理解されることになるであろ
う。
【００２８】
〔実施の態様〕
（１）医療器具において、
　（ａ）患者の体内に配置可能な剛性部分を有する、医療用エンド・エフェクター関連部
材と、
　（ｂ）弾性的に柔軟な、第１の細長い部材、第２の細長い部材、および第３の細長い部
材であって、
　　前記第１、第２、および第３の細長い部材はそれぞれ、近位端部分、および遠位端部
分、を有し、
　　前記第１、第２、および第３の細長い部材の前記遠位端部分は、前記医療用エンド・
エフェクター関連部材の前記剛性部分に取り付けられており、
　　前記第１、第２、および第３の細長い部材の前記近位端部分の相対的な縦の移動は、
前記医療用エンド・エフェクター関連部材の前記剛性部分を関節状に動かす、
　弾性的に柔軟な、第１、第２、および第３の細長い部材と、
　を備えている、医療器具。
（２）実施態様１に記載の医療器具において、
　前記医療用エンド・エフェクター関連部材の前記剛性部分は、近位側面を有しており、
　前記第１、第２、および第３の細長い部材の前記遠位端部分は、実質的に等辺の三角形
の頂点を定めている点において、前記近位側面に交差している中心線、を有している、医
療器具。
（３）実施態様１に記載の医療器具において、
　前記医療用エンド・エフェクター関連部材、ならびに、前記第１、第２、および第３の
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細長い部材の前記遠位端部分は、内視鏡の挿入管のワーキング・チャンネルの中に、配置
可能である、医療器具。
（４）実施態様１に記載の医療器具において、
　前記第１、第２、および第３の細長い部材は、本質的にニチノールから成る、医療器具
。
（５）実施態様１に記載の医療器具において、
　前記医療用エンド・エフェクター関連部材は、医療用エンド・エフェクターである、医
療器具。
【００２９】
（６）実施態様５に記載の医療器具において、
　前記医療用エンド・エフェクター関連部材の前記剛性部分に取り付けられている医療用
エンド・エフェクター、
　をさらに含む、医療器具。
（７）実施態様１に記載の医療器具において、
　前記医療用エンド・エフェクター関連部材の前記剛性部分は、近位側面、遠位側面、お
よび前記近位側面から前記遠位側面まで延在している通路、を有しており、
　前記医療器具は、
　前記通路を通って移動可能であり、前記通路から遠位側に延出可能であって、前記通路
内まで近位側に後退可能である、医療用エンド・エフェクター、
　をさらに含む、医療器具。
（８）医療器具において、
　（ａ）患者の体内に配置可能な剛性部分を有する、医療用エンド・エフェクター関連部
材と、
　（ｂ）弾性的に柔軟な、第１のコイルパイプ、第２のコイルパイプ、および第３のコイ
ルパイプであって、
　　前記第１、第２、および第３のコイルパイプはそれぞれ、近位端部分、および遠位端
部分、を有し、
　　前記第１、第２、および第３のコイルパイプの前記遠位端部分は、前記医療用エンド
・エフェクター関連部材の前記剛性部分に取り付けられており、
　　前記第１、第２、および第３のコイルパイプの前記近位端部分の相対的な縦の移動は
、前記医療用エンド・エフェクター関連部材の前記剛性部分を関節状に動かす、
　弾性的に柔軟な、第１、第２、および第３のコイルパイプと、
　を備えている、医療器具。
（９）実施態様８に記載の医療器具において、
　前記医療用エンド・エフェクター関連部材の前記剛性部分は、近位側面を有しており、
　前記第１、第２、および第３のコイルパイプの前記遠位端部分は、実質的に等辺の三角
形の頂点を定めている点において、前記近位側面に交差しているコイルの中心線、を有し
ている、医療器具。
（１０）実施態様８に記載の医療器具において、
　前記医療用エンド・エフェクター関連部材、ならびに、前記第１、第２、および第３の
コイルパイプの前記遠位端部分は、内視鏡の挿入管のワーキング・チャンネルの中に、配
置可能である、医療器具。
【００３０】
（１１）実施態様８に記載の医療器具において、
　前記第１、第２、および第３のコイルパイプは、本質的にニチノールから成る、医療器
具。
（１２）実施態様８に記載の医療器具において、
　前記医療用エンド・エフェクター関連部材は、医療用エンド・エフェクターである、医
療器具。
（１３）実施態様８に記載の医療器具において、
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　前記医療用エンド・エフェクター関連部材の前記剛性部分は、近位側面、遠位側面、お
よび前記近位側面から前記遠位側面まで延在している通路、を有しており、
　前記医療器具は、
　前記通路を通って移動可能であり、前記通路から遠位側に延出可能であって、前記通路
内まで近位側に後退可能である、医療用エンド・エフェクター、
　をさらに含む、医療器具。
（１４）医療器具において、
　（ａ）患者の体内に配置可能な剛性部分を有する、医療用エンド・エフェクター関連部
材と、
　（ｂ）弾性的に柔軟な、第１のコイルパイプ、第２のコイルパイプ、および第３のコイ
ルパイプであって、
　　前記第１、第２、および第３のコイルパイプはそれぞれ、近位端部分、および遠位端
部分、を有し、
　　前記第１、第２、および第３のコイルパイプの前記遠位端部分は、前記医療用エンド
・エフェクター関連部材の前記剛性部分に取り付けられており、
　　前記第１、第２、および第３のコイルパイプの前記近位端部分の相対的な縦の移動は
、前記医療用エンド・エフェクター関連部材の前記剛性部分を関節状に動かす、
　弾性的に柔軟な、第１、第２、および第３のコイルパイプと、
　（ｃ）前記第１、第２、および第３のコイルパイプの内の一つの中に配置可能な、医療
用エンド・エフェクター作動ケーブルと、
　を備えている、医療器具。
（１５）実施態様１４に記載の医療器具において、
　前記医療用エンド・エフェクター関連部材の前記剛性部分は、近位側面を有しており、
　前記第１、第２、および第３のコイルパイプの前記遠位端部分は、実質的に等辺の三角
形の頂点を定めている点において、前記近位側面に交差しているコイルの中心線、を有し
ている、医療器具。
【００３１】
（１６）実施態様１４に記載の医療器具において、
　前記医療用エンド・エフェクター関連部材、ならびに、前記第１、第２、および第３の
コイルパイプの前記遠位端部分は、内視鏡の挿入管のワーキング・チャンネルの中に、配
置可能である、医療器具。
（１７）実施態様１４に記載の医療器具において、
　前記第１、第２、および第３のコイルパイプは、本質的にニチノールから成る、医療器
具。
（１８）実施態様１４に記載の医療器具において、
　前記医療用エンド・エフェクター関連部材は、医療用エンド・エフェクターであり、
　前記作動ケーブルは、前記第１、第２、および第３のコイルパイプの内の一つの中に、
配置されていて、前記医療用エンド・エフェクターに操作可能に連結されている、医療器
具。
（１９）実施態様１８に記載の医療器具において、
　前記医療用エンド・エフェクター関連部材の前記剛性部分に取り付けられている医療用
エンド・エフェクター、
　をさらに含み、
　前記作動ケーブルは、前記第１、第２、および第３のコイルパイプの内の一つの中に、
配置されていて、前記医療用エンド・エフェクターに操作可能に連結されている、医療器
具。
（２０）実施態様１４に記載の医療器具において、
　前記医療用エンド・エフェクター関連部材の前記剛性部分は、近位側面、遠位側面、お
よび前記近位側面から前記遠位側面まで延在している通路、を有しており、
　前記医療器具は、
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　前記作動ケーブルに取り付けられている医療用エンド・エフェクター、
　をさらに含み、
　前記作動ケーブルの遠位側への縦の移動は、当該医療用エンド・エフェクターを、前記
通路から、遠位側に延出させ、
　前記作動ケーブルの近位側への縦の移動は、当該医療用エンド・エフェクターを、前記
通路の中に、近位側に後退させる、医療器具。
【図面の簡単な説明】
【００３２】
【図１】本発明の医療器具の実施形態の概略的な側断面図であり、医療用エンド・エフェ
クター関連部材は医療用エンド・エフェクターであり、この医療用エンド・エフェクター
は医療用把持装置を含む。
【図２】明瞭のために作動ケーブルが省かれている、図１における線２－２に沿う、図１
の医療器具の断面図である。
【図３】図１におけるのと同様の図であるが、内視鏡挿入管のワーキング・チャンネルの
中に配置されている医療用エンド・エフェクター関連部材も示している。
【図４】図１におけるのと同様の図であるが、医療器具の第１の代替の実施形態の図であ
り、この医療器具は、医療エンド・エフェクター関連部材に取り付けられている医療用エ
ンド・エフェクター、を含んでいる。
【図５】明瞭のために作動ケーブルが省かれている、図４における線５－５に沿う、図４
の医療器具の断面図である。
【図６】図１におけるのと同様の図であるが、医療器具の第２の代替の実施形態の図であ
り、この医療器具は医療用エンド・エフェクターを含んでおり、この医療用エンド・エフ
ェクターは、医療用エンド・エフェクター関連部材の通路を通って移動可能であり、当該
通路から遠位側に延出可能である、医療用ニードル・ナイフを含んでいる。
【図７】明瞭のために作動ケーブルが省かれている、図６における線７－７に沿う、図６
の医療器具の断面図である。
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